





















1. 巻末資料 1 科学技術館サイエンス友の会会員の方へのアンケート調査票
2. 巻末資料 2 日本宇宙少年団団員の方へのアンケート調査票
3. 巻末資料 3 科学技術館サイエンス友の会会員へのアンケートの自由記述
4. 巻末資料 4 日本宇宙少年団団員へのアンケートの自由記述















3. 3. 現地調査に関するまとめ (所感)
1. はじめに












か、現在の 20 歳代、30 歳代の科学技術への関心は、以前の世代に比べて低いことが明らかになっている。科学
技術についての関心の日米比較でも、日本人は米国人よりも科学技術に対する関心が低いことがわかっている。
France: Museum National d'Histoire Naturelle
France: Cite des sciences et de I'industrie
UK: The Natural History Museum
UK: Eureka!
UK: Science Museum








ころアンケートを実施している科学館 (112 館) のうち、来館者の意識の変化等が質問の項目に入っていると回答し




















2. (注 2) 全国の科学館における、来館者に対したアンケート調査の実施状況 (*1) (n=203)
全国の科学館における、来館者に対したアンケート調査の実施状況
アンケート調査を実施していますか
はい (* 2) いいえ (* 3)
112 (55.2%) 91 (44.8%)
アンケートの中に来館者の意識の変化を問う項目が含まれていますか -
はい いいえ -
9 (8.0%) 103 (92.0%) -
結果を公表していますか - - -
はい (* 4) いいえ (* 5) - - -
3 (33.3%) 6 (66.6%) - - -
1. * 1 調査は全国科学博物館協議会と全国科学館連携協議会に所属する科学館 (321館) に対して行い、203
館から回答を得た(回収率 63.2%)。(H15.9実施)
2. * 2 アンケート調査を実施している 112 の科学館のうち、結果を公表しているのは 22 館 (19.6%)。
3. * 3 アンケートを行わない理由としては、 予算、人員の不足、 入館者の傾向を調べるために行ったが、
傾向がわかったので現在は必要ない、 アンケート結果がおおよそ毎回同じなのでやめた、 入館者が減
少したためやめた、等の回答。
4. * 4 アンケート調査を実施している 112 の科学館のうち、アンケートの中に意識の変化 (来館後理科が好き
になった等) が質問項目に入っていると答えた科学館は 9 館あり、このうち 3 館が結果を公表していると回
答。しかし、公表している内容はサンプル数が少なかったり、自由記述の中の回答であったりと、これをもっ
て科学技術理解増進活動への参加の有効性を判断するのは困難。






















































に対して普及・啓発することを目的に、財団法人日本科学技術振興財団が設立した組織で、昭和 39 年 4 月に開
館した。館内の展示は、参加体験型のものが多く、見たり、触ったりして楽しみながら、科学技術に興味、関心を深
めるように構成されている。
平成 14 年度の入館者数は 56 万 5 千人で、入館者は子どもから大人まで幅広い層に及んでいるが、大半は青少
年で占められており、最近の傾向としては、ファミリーや友だちどうしで来館する人が増えている。



















1.  工作教室: 工具の使い方の習熟、身近な材料を使って自分で工作、さらに自分で作りたいものを考えて
工作する教室を開催。
2.  実験教室: 実験をとおして科学的なものの考え方を身につけることを目標に、身近なものの基本的な性質
を調べる実験、リサイクルなど環境問題に関連した実験を実施。
3.  特別教室・施設見学会: 特別教室では、専門の先生を講師に招き、それぞれの専門分野をやさしく説明
する教室の開催。施設見学会では先端科学技術が利用されているさまざまな施設を見学することで科学に
対する興味を増進。
4.  パソコン教室: パソコンの基本的な使い方からホームページ作成などの応用まで、会員の各レベルに対
応した教室を開催。
5.  自然観察教室: 身近にある自然を観察し、自然観察の面白さや楽しさを体験し、自然環境の大切さがわ
かるような教室を実施。
6.  自然観察特別教室: 自然をたっぷり体験できるように、泊りがけの自然観察教室を実施。
7.  ハンズオン・ユニバース (JAHOU) 教室: 天文に興味のある中学生を対象にしてインターネットや天体画
像を解析するソフトウェアを使ったワークショップを実施。




1997 年から 2002 年の科学技術館サイエンス友の会会員 (こども会員、普通会員、家族会員)
(2) 対象の大きさ






3 月中旬に調査票を郵送し、3 月末を目途として回収 (実際は、4 月末までに回収したものを有効とした)
(6) 回収率





の年齢構成、現役会員数の属性は次のとおりである(表 1 〜 表 5)。男女別では、男性 459 人、女性 450
人、不明が 3 人、回答者のうち現役会員は 386 人、非現役会員 (退会会員及び現役かどうか不明の者を含




表 1 - 回答者の男女構成
回答者数 男性 女性 不明
912 (100.0%) 459 (50.3%) 450 (49.3%) 3 (0.3%)
表 2 - 回答者の年齢構成
















表 3 - 回答者の男女別、年齢構成
男性
年齢 回収数 割合 (%)
女性
年齢 回収数 割合 (%)
0〜5歳 1 0.2 0〜5歳 1 0.2
6〜8歳 4 0.9 6〜8歳 9 2.0
9〜11歳 99 21.7 9〜11歳 56 12.6
12〜14歳 106 23.2 12〜14歳 80 18.1
15〜17歳 66 14.5 15〜17歳 48 10.8
18〜19歳 32 7.0 18〜19歳 10 2.3
20〜29歳 22 4.8 20〜29歳 10 2.3
30〜39歳 13 2.9 30〜39歳 44 9.9
40〜49歳 79 17.3 40〜49歳 160 36.1
50〜59歳 27 5.9 50〜59歳 23 5.2
60〜69歳 5 1.1 60〜69歳 2 0.5
70歳〜 2 0.4 70歳〜 0 0.0
計 456 100.0 計 443 100.0
表 4 - 回答者の入会時の年齢構成

















表 5 - 回答者の現役会員、非現役会員 (既退会会員
及び現役か否か不明の者) の構成
回答者数 現役会員 非現役会員




次いで「自分で知った」とするものが 35.6%、「友だちを通じて知った」が 22.1% などとなっている(図 1)。
年代別では、入会時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「家族を通じて知った」とする回答 51.2% ともっ
とも多く、次いで「自分で知った」が 25.5%、「友だちを通じて知った」が 20.8% であった。この年代では、「家族を通
じて知ったとする」割合が 5 割以上であり、家族からの働きかけが重要であることがわかる(図 2)。
入会時の年齢が成人層では「自分で知った」とするものが 51.1% でもっとも多く、次いで「友達を通じて知った」が
26.9%、「家族を通じて知った」が 15.5% などとなっている。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した(2 つ選択した)者が 13 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 914 としてグラフを作成した。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した(2 つ選択した)者が 13 人おり、この回答も有





「自分で参加したいと思った」が 39.6%、「友だちに参加するようにすすめられた」が 9.1% などとなっている (図 3)。
年代別では、入会時の年齢が 0 歳から 19 歳までの子どもの層では「家族にすすめられて」とする回答が 52.4% と
もっとも多く、次いで「自分で」が 36.3% となっており、未成年者に対しては、問 1 の知ったきっかけ同様、家族から
の働きかけが重要であることがわかる (図 4)。
入会時の年齢が 20 歳代以上の成人層では「自分で」とするものが 46.4% でもっとも多く、次いで「家族にすすめら
れた」が 30.0% などとなっている。成人層では子どもが入会するために親も入会するというケースが考えられ、この
回答が「家族にすすめられて」に反映されているものと思われる。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 20 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 920 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 20 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 856 としてグラフを作成した。総数が図 3 と異なるのは、年代別に分けることので
きない回答を削除したため。未成年 n=526、成人 n=330。
問 3 科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好き、きらい
科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいに関しては、「好き」とするものが 45.4%、
「どちらかというと好き」が 23.0% で、両者を合計して 68% が好きだと回答している。科学技術館サイエンス友の会
に入会していることから、理科、科学に関する意識は高いと予想されたことが裏付けられる結果となっている (図
5)。
男女別、世代別 (入会時年齢別) に理科 (科学) の好ききらいをみると、成人男性では「好き」、「どちらかというと好




女性が 13.1% のほかは 10% 未満となっており、今回アンケートに回答いただいた科学技術館サイエンス友の会会
員の中では少数であることがわかる (図 6)。
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男性未成年 n=313、男性成人 n=110、女性未成年 n=210、女性成人 n=214
科学技術館サイエンス友の会入会時に 9 歳から 11 歳だった男子が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答










て、「その他」を含めて 13 の選択肢から複数回答可能としてたずねた。全体では、生物 36.4%、コンピュータ
36.0%、ロボット 29.8%、化学 27.6%、天文 26.5% であった (図 7)。
世代別では、入会時の年齢が 19 歳までの未成年層では、コンピュータ 38.0%、ロボット 36.8%、生物 32.5%、化学
9
28.5% が上位に位置している。入会時の年齢が 20 歳以上の成人層では、生物 42.5%、天文 34.8%、コンピュータ
33.9%、環境 28.8%、医学 27.2%、化学 26.8% で未成年層と成人層で関心分野が違うことがわかる。
未成年 n=505、成人 n=313。
問 5 科学技術館サイエンス友の会の活動への参加回数
科学技術館サイエンス友の会の活動への参加回数について 10 の選択肢を示してたずねたところ、6 回 〜 10 回と
する人がもっとも多く 23.7%、それ以外は 10%前後以下であった。参加回数が 11 回以上と科学技術館サイエンス
友の会の活動に頻繁に参加する人も 22.3% と 5 人に 1 人以上を占めている。一方で参加回数が 0 という人も
8.9% いた (図 9)。
自由記述欄に活動への参加回数を記述した人もあり、これまで約 300 回参加したという 13 歳男子、約 100 回参




と満足」とする人が合計で 70.9%、「ふつう」が 23.7%、「どちらかというと不満」、「不満」とする人が 5.4% という結果
で、全体の 7 割以上が満足していることがわかった (図 10)。
男女別、世代別に満足度をみると、成人女性以外の層では、「満足」、「どちらかというと満足」とする人がいずれも
7 割以上であるが、成人女性では 65.6% と低くなっている。また、成人女性の層では、「どちらかというと不満」、「不
満」とする人が 10.0% と他の層よりも高い傾向がある (図 11)。
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問 7 科学技術館サイエンス友の会に参加の前と後での理科 (科学) の好き、きらいの
変化
科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科 (科学) の好ききらいについてたずねたところ、「前より好
きになった」とする人が 49.8%、「前よりきらいになった」とする人が 0.4%、「前と変わらない」とする人が 49.7% であっ
た (図 12)。
元々、理科 (科学) を好きな傾向はあるが、科学技術館サイエンス友の会の活動を通じてより一層理科 (科学) 好き
になる傾向があることがわかる。「前よりきらいになった」とする人は全体の 0.4% (4 人) で、入会時の年齢階層が 6




対して、58.4% の人が新たに関心をもったと回答した (図 13)。
さらに、「新たに関心をもった」と回答した人に対して、どの分野に新たに関心をもったかをたずねたところ、化学
























































































自分が科学好きなので子ども (男子) 2 人にも科学のおもしろさを伝えたくて遠くから通いました。子ど
もたち本人は自覚がないようですが、随分と良い影響を受けていました。(49 歳女性)













































加したい」とした人は全体のほぼ半数の 47.9% にのぼった。一方、「参加したくない」と回答した人は 5.0%、また、

















で1回とする人が 16.3%、6〜10回とする人が 10.7% であった。これは、今回回答した人の平均であるため、既に退
会している人では来館回数が0回という頻度が多いものと思われる(図 18)。
現会員のこの1年間の科学技術館への来館回数をみると、6 〜10回とする人がもっとも多く 22.2%、3回とする人が







関心がある」とする人は 40.0% で、関心がある層は8割を超える。また、「どちらともいえない」と回答した人は 7.0%、
「あまり関心がない」は 4.7%、「関心がない」は 0.8% となっている(図 20)。
男女別、世代別に科学技術への関心をみると、成人男性で「関心がある」とする人が 67.8% と多くなっている。「あま









ス面が多い」、「マイナス面が多い」との否定的な回答は 6.1% と少数であった(図 22)。
男女別、世代別でみると、「プラス面が多い」と回答した人は男性成人では50%に達するのに対して、女性未成年で














その結果、「影響した」と回答した人は 8.3% (11人)、「影響しない」と回答した人は 71.4% (95人)、「わからない」と回











その結果、「影響した」と回答した人は 16.7% (8人)、「影響しない」と回答した人は 60.4% (29人)、「わからない」と回














科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらいについては、問 3 でみたとおり、全体の

















好き 204人 109人 64人 9人 7人 393人




72人 82人 36人 8人 2人 200人
8.3% 9.5% 4.2% 0.9% 0.2% 23.1%
ふつう 57人 64人 77人 12人 1人 211人




8人 11人 22人 5人 2人 48人
0.9% 1.3% 2.5% 0.6% 0.2% 5.5%
きらい 6人 2人 6人 1人 0人 15人
0.7% 0.2% 0.7% 0.1% 0.0% 1.7%
合計 347人 268人 205人 35人 12人 867人































表 7 - 科学技術館サイエンス友の会の満足度と参加の前後での理科(科学)の好き
きらいの変化





満足 246人 99人 0人 345人
25
28.5% 11.5% 0.0% 40.0%
どちらかというと満足 129人 139人 0人 268人
15.0% 16.1% 0.0% 31.1%
ふつう 54人 148人 2人 204人
6.3% 17.2% 0.2% 23.7%
どちらかというと不満 8人 26人 0人 34人
0.9% 3.0% 0.0% 3.9%
不満 0人 9人 2人 11人
0.0% 1.0% 0.2% 1.3%
合計 437人 421人 4人 862人
50.7% 48.8% 0.5% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
科学技術館サイエンス友の会の活動に対する満足度ごとに、参加する前後での理科(科学)の好ききらいの変化の
割合をみると(表の行(横)の合計に対する割合でみると)、活動は「満足」と回答した人(n = 345 人)のうち 71.3% (246
人) が「前より好きになった」と回答し、「どちらかというと満足」とする人(n = 268 人)では 48.1% (129 人) が「前より





注: 表 7 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
(3)「科学技術館サイエンス友の会に参加する前の理科 (科学) の好ききらい」と「参加前後での理科 (科学) の好き
きらいの変化」との関係について
科学技術館サイエンス友の会に参加する前と後での理科 (科学) の好ききらいの変化については、問 7 でみたよう
に「前より好きになった」が 49.8%、「前と変わらない」が 49.7%、「前よりきらい」になったは 0.4% (4 人) で、半数の
人が前よりも好きになったと回答している。
参加する前の理科(科学)の好ききらいとのクロスを取ったものが次の表及びグラフである(表 8、図 28 及び図 29)。












好き 220人 184人 0人 404人
24.7% 20.7% 0.0% 45.4%
どちらかと
いうと好き
101人 103人 1人 205人
11.4% 11.6% 0.1% 23.1%
ふつう 88人 126人 1人 215人




26人 21人 1人 48人
2.9% 2.4% 0.1% 5.4%
きらい 8人 8人 1人 17人
0.9% 0.9% 0.1% 1.9%
合計 443人 442人 4人 889人
49.8% 49.7% 0.4% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である





答し、「どちらかというときらい」、「きらい」とする層でもそれぞれ 54.2% (26 人)、47.1% (8 人)が「前より好きになっ
た」と回答している。科学技術館サイエンス友の会へ入会し、科学技術館サイエンス友の会の活動に参加して理
科、科学に触れることで、理科 (科学) を好きとする方向へ導かれるものと考えられる。一方で 4 人と少数ながら「前
よりきらいになった」とする人がいることについても注意が必要と思われる。
27
注: 表 8 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
5. 日本宇宙少年団団員へのアンケート調査の結果と分析
5.1 日本宇宙少年団 (YAC) について
宇宙少年団は、アメリカの有名コラムニストだったジャック・アンダーソン氏が提案し、当時、青少年の科学技術離れ
を憂慮していたレーガン大統領がアンダーソン氏の提案に共鳴して、1984 年 10 月 17 日ホワイトハウスで宇宙少
年団プログラムの開設宣言により組織された。
日本では、1986 年 8 月、茨城県つくば市において「日本宇宙少年団」の結団式が行われ、同年 11 月に内閣総理
大臣の許可を得て、財団法人として発足した。以来、全国各地に分団が生まれ、2003 年 8 月現在、全国に、1 地
方本部、8 支部、118 分団があり、約 600 人のリーダーのもと、約 4,300 人の団員が活動している。なお、日本宇
宙少年団の理事長は松本零士氏で、少年団本部団長は宇宙飛行士毛利衛氏、副団長は同じく宇宙飛行士の古川
聡氏、角野直子氏が務めている。
日本宇宙少年団 (Young Astronauts Club-Japan 略称 YAC (ヤック)) は、Peace through Space『宇宙を通しての平
















YAI: 1987 年 7 月国際宇宙少年団機構 (Young Astronauts International) が組織された。YAI の目的は、宇
宙少年団員たちに「宇宙」を通して科学技術について学んでもらうこと、知識の交換を通して相互交流をして
もらうことにより、国を超えて皆で豊かで平和な世界を目指すことである。以来 12 カ国が加盟し、「Peace
through Space」、「Go to Mars Together」を合言葉に国際交流が行われている。日本宇宙少年団も YAI に
加盟し、アメリカ、ロシア、韓国、中国、ブルガリア、カナダ、イギリス、ウクライナ等と積極的に国際交流を推
進している。




2.  各地に拡がる YAC 分団の定期活動に参加できる。
3.  ロケットの打ち上げ、天体観測など YAC 分団の活動に参加できる。
4.  海外で開かれる YAC 行事に参加し、世界の YAC 仲間と交流する。
5.  宇宙・科学の記事が掲載された月刊科学誌「ジュニア・サイエンティスト」が毎月届く。
6.  YAC オリジナルグッズなどプレゼントがもらえる。














3 月中旬に調査票を郵送し、3 月末を目途として回収 (実際は、4 月末までに回収したものを有効とした)
(6) 回収率
28.7% (525 人から回答)
(回収率は発送総数 2,076 から宛先不明として返却された数 245 を引いた着信した数 1,828 に対する比)
(7) 回答者の属性
本アンケート調査に回答した者は 525 人であった。回答者の性別、年齢構成、性別別の年齢構成、入団時の年齢
構成、現役団員数の属性は次のとおりである。男女別では、男性 367 人、女性 157 人、不明が 1 人、回答者のう
ち現役団員は 270 人、非現役団員 (退会団員及び現役かどうか不明の者を含む) は 255 人であった。なお、現役
団員の在籍期間の平均は 3.75 年、退会団員の在籍期間の平均は 2.83 年であった。
性別、年齢等で不明なものがあるが、結果の集計にあたっては、各問ごと、属性ごとに有効な回答について集計し
て掲載した。したがって、一つの問の中でも回答数が異なることがある。
表 9 - 回答者の男女構成
回答者数 男性 女性 不明
525 (100.0%) 367 (69.9%) 157 (29.9%) 1 (0.2%)
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表 10 - 回答者の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 4 0.8
6 〜 8 歳 41 7.8
9 〜 11 歳 104 19.8
12 〜 14 歳 107 20.4
15 〜 17 歳 87 16.6
18 〜 19 歳 35 6.7
20 〜 24 歳 37 7.0
25 〜 29 歳 35 6.7
30 〜 39 歳 21 4.0
40 〜 49 歳 23 4.4
50 〜 59 歳 19 3.6
60 〜 69 歳 8 1.5




表 11 - 回答者の男女別、年齢構成
男性
年齢 回収数 割合 (%)
女性
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 3 0.8 0 〜 5 歳 1 0.6
6 〜 8 歳 35 9.6 6 〜 8 歳 6 3.8
9 〜 11 歳 72 19.7 9 〜 11 歳 32 20.4
12 〜 14 歳 82 22.4 12 〜 14 歳 24 15.3
15 〜 17 歳 56 15.3 15 〜 17 歳 31 19.7
18 〜 19 歳 22 6.0 18 〜 19 歳 13 8.3
20 〜 24 歳 22 6.0 20 〜 24 歳 15 9.6
25 〜 29 歳 20 5.5 25 〜 29 歳 15 9.6
30 〜 39 歳 10 2.7 30 〜 39 歳 11 7.0
40 〜 49 歳 18 4.9 40 〜 49 歳 5 3.2
50 〜 59 歳 16 4.4 50 〜 59 歳 3 1.9
60 〜 69 歳 7 1.9 60 〜 69 歳 1 0.6
70 歳 〜 3 0.8 70 歳 〜 0 0.0
計 366 100.0 計 157 100.0
注: 男性の回収数の計が表 9 と異なるのは、年齢未記入の回答があったため。
表 12 - 回答者の入団時の年齢構成
年齢 回収数 割合 (%)
0 〜 5 歳 22 4.2
6 〜 8 歳 142 27.0
9 〜 11 歳 207 39.4
12 〜 14 歳 45 8.6
15 〜 17 歳 12 2.3
18 〜 19 歳 5 1.0
20 〜 24 歳 5 1.0
25 〜 29 歳 4 0.8
30 〜 39 歳 17 3.2
40 〜 49 歳 15 2.9
50 〜 59 歳 12 2.3
60 〜 69 歳 4 0.8












で知った」とするものが 23.7%、「学校を通じて知った」が 17.6%、「その他」が 15.0%、「友達を通じて知った」が
11.7% となっている (図 30)。
年代別では、入団時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「家族を通じて知った」とする回答 35.0% ともっ
とも多く、次いで「自分で知った」が 22.2%、「学校を通じて知った」が 19.7% であった。入団時の年齢が成人層では
「自分で知った」とするものが 37.9 とも多く、次いで「その他」が 34.5%、「友人を通じて知った」が 15.5% などとなっ
ている(図 31)。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 7 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 528 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 6 人おり、この回答も有




にすすめられた」が 31.6%、「友だちに参加するようにすすめられた」が 8.3% などとなっている(図 32)。
年代別では、入団時の年齢が 0 歳から 19 歳までの未成年層では「自分から参加したいと思った」とする回答が
53.4% ともっとも多く、次いで「家族に参加するようにすすめられた」が 36.2%、入団時の年齢が 20 歳代以上の成年
層では「自分から」とするものが 49.1% でもっとも多く、次いで「その他」が 36.8% などとなっている。成年層で「その
他」が 36.8% を占めるのは、日本宇宙少年団を指導する側として団に参加する者の割合が多いと考えられる(図
33)。
注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 9 人おり、この回答も有
効として、有効回答総数は 528 としてグラフを作成した。
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注: ここでの n は有効な回答を寄せた者の数。複数回答した (2 つ選択した) 者が 8 人おり、この回答も有




と好き」が 21.6% で、両者を合計して 72.9% が好きだと回答している (図 34)。
男女別、世代別に理科(科学)の好ききらいをみると、成人男性では「好き」、「どちらかというと好き」が 79.0% を占
め、 20 歳未満の男性でも 75.3% が好きと答えている。一方、女性では、「好き」、「どちらかというと好き」とする人が





男性未成年 n=291、男性成人 n=43、女性未成年 n=132、女性成人 n=15
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日本宇宙少年団の入団時に 9 歳から 11 歳だった男子(n=138)が理科を「好き」、「どちらかというと好き」と回答し
た割合は 69.6%、同年齢の女子(n=68)が「好き」、「どちらかというと好き」と回答した割合は 66.2%、サンプル数は少










含めて13の選択肢から複数回答可能としてたずねた。全体では、天体 43.2%、ロボット 30.3%、生物 25.5%、コン
ピュータ 23.2%、宇宙工学 19.0% であった(図 36)。
世代別では、入団時の年齢が 19 歳までの未成年層では、天文 40.5%、ロボット 32.0%、生物 26.3%、コンピュータ







多く 20.8%、6回〜10回とする人が 18.8%、11〜15回が 10.7%、0回とする人が 9.7% であった。日本宇宙少年団の活
動に頻繁に参加していると思われる参加回数が11回以上の層も 38.6% と約4割を占めている(図 38)。
問 6 日本宇宙少年団の活動に対する満足度
日本宇宙少年団の活動に対する満足度についてたずねたところ、全体では「満足」、「どちらかというと満足」とする
人が合計で 64.0%、「ふつう」が 26.8%、「どちらかというと不満」、「不満」とする人が 9.1% という結果で、全体の約三
分の二が満足していることがわかった(図 39)。
男女別、世代別に満足度をみると、「満足」、「どちらかというと満足」と回答した人が未成年男性 68.0%、未成年女












































































する人が 51.3%、「前よりきらいになった」とする人が 0.6%、「前と変わらない」とする人が 48.1% であった(図 41)。
元々、理科(科学)を好きな傾向はあるが、日本宇宙少年団の活動を通じてより一層理科(科学)好きになる傾向があ



















































































た人は全体のほぼ半数の 49.1% にのぼった。一方、「参加したくない」と回答した人は 3.7%、また、「わからない」と











2回とする人が 19.0%、1回とする人が 17.4% であった(図 47)。
現役の団員に絞ってこの1年間の科学館等への来館回数をみると、2回とする人がもっとも多く 21.1%、3回とする人
が 15.0%、1回とする人が 14.7% であった。11回以上と来館頻度の高い人の合計は 9.5%、一方、0回とする人は
9.8% であった(図 48)。







関心がある」とする人は 38.3% で、関心がある層は9割に近い。また、「どちらともいえない」と回答した人は 4.5%、























調査で「両方同じくらいである」と回答した人は 26.8%、「わからない」と回答した人は 4.8% であった。世論調査と比
較して日本宇宙少年団で「わからない」と回答した割合が高いのは、未成年層で「わからない」と回答した人が多い
ためで、成年層では男性 4.4%、女性 6.0% である(なお、男性未成年層で 16.5%、女性未成年層で 19.0% が「わか
らない」としている)。






その結果、「影響した」と回答した人は 15.0% (23人)、「影響しない」と回答した人は 70.6% (108人)、「わからない」と
回答した人は 14.4% (22人)であった。
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その結果、「影響した」と回答した人は 18.3% (15人)、「影響しない」と回答した人は 65.9% (54人)、「わからない」と
回答した人は 15.9% (13人)であった。
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その結果、「影響した」と回答した人は 14.0% (7人)、「影響しない」と回答した人は 66.0% (33人)、「わからない」と回
答した人は 20.0% (10人)であった。
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日本宇宙少年団に参加する前の理科(科学)の好ききらいについては、問 3 でみたとおり、全体の 51.3% の人が
「好き」と回答し、「どちらかというと好き」とする 21.6% を加えるとおよそ約73%の人が理科(科学)を好きだと回答して
























118人 55人 48人 17人 9人 247人











27人 39人 27人 9人 3人 105人




29人 27人 44人 6人 1人 107人












5人 5人 9人 0人 0人 19人




4人 1人 2人 0人 0人 7人
0.8% 0.2% 0.4% 0.0% 0.0% 1.4%
合
計
183人 127人 130人 32人 13人 485人







かというと不満」もしくは「不満」と回答した人はいなかった。活動を「不満」とする人は 13 人 (2.7%)、「どちらかという
と不満」とする人が 32 人 (6.6%) で不満だとする人は全体の 1 割未満にとどまっている。また、不満だとする人は
参加前の理科 (科学) の好ききらいでは、「ふつう」、「どちらかというと好き」、「好き」と回答した人であった。
表では、全体に対する % を取っているが、日本宇宙少年団に参加する前の好ききらいの区分ごとに活動に対する
満足度をみると (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、日本宇宙少年団に参加する前に理科 (科学) を「好
き」とする回答した層(n=247)では、「満足」が 118 人、「どちらかというと満足」が 55 人で「好き」とした層のうち
70.0% (173 人)が満足としている。同様に、「どちらかというと好き」とする層(n=105)でも「満足」が 27 人、「どちらか
というと満足」が 39 人で、「どちらかというと好き」とした回答した人の 62.9% (66 人) が満足と答えている(図 56)。
参加する前の理科 (科学) の好ききらいについて、「ふつう」(n=107)、「どちらかというときらい」(n=19)、「きらい」(n=7)
とする層では、日本宇宙少年団の活動に「満足」、「どちらかというと満足」と回答した人の合計が、「ふつう」と回答












表 15 - 日本宇宙少年団の満足度と参加前後での理科(科学)の好きき
らいの変化
前後の変化 前より好きに 前と変わらな 前よりきらい 合計
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/ 満足度 なった い になった
満足 122 人 56 人 2 人 180 人
25.2% 11.6% 0.4% 37.2%
どちらか
というと満足
67 人 60 人 0 人 127 人
13.8% 12.4% 0.0% 26.2%
ふつう 54 人 78 人 0 人 132 人
11.2% 16.1% 0.0% 27.3%
どちらか
というと不満
9 人 23 人 0 人 32 人
1.9% 4.8% 0.0% 6.6%
不満 1 人 11 人 1 人 13 人
0.2% 2.3% 0.2% 2.7%
合計 253 人 228 人 3 人 484 人
52.3% 47.1% 0.6% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
日本宇宙少年団の活動に対する満足度ごとに、参加する前後での理科 (科学) の好ききらいの変化の割合をみる
と (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、活動は「満足」と回答した人 (n=180人) のうち 67.8% (122 人) が
「前より好きになった」と回答し、「どちらかというと満足」とする人(n= 127 人)では 52.8% (67 人) が「前より好きに
なった」と回答している。「ふつう」(n= 132)、「どちらかというと不満」(n= 32) と回答した人では、それぞれ
40.9%、28.1% が「前より好きになった」と回答し、残りのそれぞれ 59.1%、71.9% は「前と変わらない」との回答であっ




















好き 139人 115人 2人 256人
27.7% 22.9% 0.4% 51.0%
どちらか
というと好き
63人 46人 0人 109人
12.5% 9.2% 0.0% 21.7%
ふつう 46人 63人 1人 110人




7人 12人 0人 19人
1.4% 2.4% 0.0% 3.8%
きらい 3人 5人 0人 8人
0.6% 1.0% 0.0% 1.6%
合計 258人 241人 3人 502人
51.4% 48.0% 0.6% 100.0%
注: 割合は全体に対する割合である
注: 表 16をグラフ化したもの。
日本宇宙少年団に参加する前の理科 (科学) の好ききらいの区分ごとに、参加する前後での理科 (科学) の好きき
らいの変化の割合をみると (表の行 (横) の合計に対する割合でみると)、「好き」と回答した層 (n= 256 人) では
54.3% (139 人)、「どちらかというと好き」と回答した層(n= 109 人)では 57.8% が「前よりも好きになった」と回答して
いる。また、日本宇宙少年団に参加する前の段階で理科(科学)の好ききらいについて「ふつう」と回答した層(n =
110 人)で 41.8% が「前より好きになった」と回答し、「どちらかというときらい」(19 人)、「きらい」(8人) とする層でもそ
れぞれ 36.8% (7人)、37.5% (3人)が「前より好きになった」と回答している。また、参加前に理科(科学)を好きとする




注: 表 16 の行の合計に対する割合をグラフ化したもの。
6. まとめ
今回、試行的に、科学技術館サイエンス友の会会員、日本宇宙少年団団員へアンケート調査を行った。回収率は、













































アンケート問 1 の「知ったきっかけ」(図 1及び図 30)で 20 歳以上の成人世代では「自分で知った」との回答が科





また、アンケート問 2 の「参加したきっかけ」(図 4及び図 32)を未成年世代についてみると、科学技術館サイエンス
友の会では「家族に参加するようにすすめられた」が 52.4%、「自分から参加したいと思った」が 36.3% であり、日本








科学技術館サイエンス友の会では、入会時の年齢が 14 歳以下と回答した人で現在既に 15 歳に達している人
133 人から有効な回答があり、そのうち、高校進学にあたって「影響した」と回答した人が 11 人 (8.3%)であった。ま
た、大学については入会時の年齢が 17 歳以下で既に大学に進学した人 48 人から有効な回答があり、そのうち、
大学進学にあたって「影響した」と回答した人が 8 人 (16.7%) いた。就職に関しては、該当者 (17 歳までに科学技
術館サイエンス友の会に参加し、現在就職している人)からの回答数が 5 と少なかったこともあり、「影響した」と回
答した者はなかった。
日本宇宙少年団では、同様に入団時の年齢が 14 歳以下と回答した人で既に 15 歳に達している人 153 人から有
効な回答があり、そのうち、高校進学にあたって「影響した」と回答した人が 23 人 (15.0%) いた。大学については、
入団時の年齢が 17 歳以下で既に大学に進学した人 82 人から有効な回答があり、そのうち、大学進学にあたって
「影響した」と回答した人が 15 人(18.3%)であった。就職に関しては (図 54)、大学同様入団時の年齢が 17 歳以下













2.  講座 (プログラム) で使用する教材を廉価で提供する体制の確立
3.  講座 (プログラム) を実施する場所 (スペース) の確保
4.  講座 (プログラム) を指導する指導者 (インストラクター) の確保
5.  講座 (プログラム) を受講する参加者の確保
などが必要であると考えられる。
科学技術の理解増進活動については、これまでにも個々の科学館等においても実施されてきているほか、国が直


















































術館サイエンス友の会では全体の 0.3%、入団時の年齢を未青年者に限っても 0.4% である。一方、日本宇宙少年





と思った」 53.4%、「家族に参加するようにすすめられた」 36.2% の順番となっている。原因は明確ではないが、科学
技術館サイエンス友の会の活動に関しては、家族会員制度があることも影響しているものと考えられる。
問 4 の「参加する前の科学技術の関心分野」では、科学技術館サイエンス友の会では「生物」 36.4%、「コンピュー
タ」 36.0%、「ロボット」 29.8%、「化学」 27.6%、「天文」 26.5% であるが、日本宇宙少年団では「天文」 43.2%、「ロボッ
ト」 30.3%、「生物」 25.5%、「コンピュータ」 23.2%、「宇宙工学」 19.0% の順番である。日本宇宙少年団という宇宙に
特化した活動ということもあり、日本宇宙少年団への参加者では天文、宇宙工学という分野への関心が高いものと
考えられる。
また、問 8 の「参加した後、新たに関心を持った科学や技術の分野」でも日本宇宙少年団では、「天文」 43.8%、





































































「数学教育・理科教育の国際比較」第 3 回国際数学・理科教育調査の第 2 段階調査報告書、国立教育政策
研究所編、2001
「生きるための知識と技能」OECD 生徒の学習到達度調査 (PISA) 2000 年調査国際結果報告書、国立教育
政策研究所編、2002









































 巻末資料１ 科学技術館サイエンス友の会会員の方へのアンケート調査票 
 











































（１）あなたの年齢を教えてください。                    歳 
 
（２）あなたの性別を教えてください。           １．女性 ２．男性 
 
（３）差し支えなければ、あなたの住所を教えてください。 
                                   
（４）差し支えなければ、あなたのお名前を教えてください。           
 
（５）あなたがサイエンス友の会に入会した年、入会した時の年齢（学年）を教えてくださ




退会年 西暦        年、退会した時の年齢（学年）      
 
問１ サイエンス友の会を知ったきっかけを教えてください。 
１． （科学技術館に来て、本や雑誌などで）自分で知った  ２．学校を通じて知った 
３．家族を通じて知った  ４．友だちを通じて知った  ５．その他（      ） 
 
問２ サイエンス友の会に参加したきっかけを教えてください。 
１． 自分から参加したいと思った  ２．学校で参加するようにすすめられた 
３．家族に参加するようにすすめられた（家族が友の会に入ったから） 
４．友だちに参加するようにすすめられた（友だちが友の会に入ったから） 








１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 




 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
（                               ） 
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問６ サイエンス友の会の活動は満足でしたか。要望や不満などがあれば自由に書いてくだ   
さい。 












 １．新たに関心をもった  ２．新たに関心をもったことはない（とくに変わらない） 
 
⇒１．と答えた方におたずねします。どの分野に新たに関心をもちましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 
８．宇宙工学 ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学  








 １．ある  ２．ない 
  
⇒１．と答えた方におたずねします。その講座、活動のなまえを教えてください。 
   （                               ） 
 
問１１ 今後、サイエンス友の会以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいですか。 
 １．参加したい  ２．参加したくない  ３．わからない 
  
⇒１．と答えた方におたずねします。どのような講座、活動に参加したいですか。 
   （                               ） 
 
問１２ サイエンス友の会に入会した頃、1年間に何回くらい科学技術館に行っていましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
 
問１３ この 1年間には何回くらい科学技術館に行きましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   




１．関心がある  ２．ある程度関心がある  ３．あまり関心がない 





 １．プラス面が多い  ２．どちらかというとプラス面が多い 
 ３．どちらかというとマイナス面が多い  ４．マイナス面が多い   





高校名           学科          
 
問１７ 高校を選ぶにあたってサイエンス友の会に参加したことが影響しましたか。 
１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 









１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 





 業種 １．製造 ２．金融･保険 ３．商社･卸小売 ４．建設･不動産 ５．運輸･通信  
６．情報処理 ７．病院･医療 ８．弁護士･会計事務 ９．マスコミ･印刷･広告 
１０．その他サービス １１．政府･公共機関 １２．学校･研究所 １３．その他 
 お勤め先の名称（                          ） 
 
問２１ 就職に際してサイエンス友の会に参加したことが影響しましたか。 
１． 影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 


































   （財）日本科学技術振興財団  科学技術館運営部 
サイエンス友の会事務局 
   〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2-1 
TEL: 03-212-8506  FAX: 03-3212-8540 
  E-mail: tomo@jsf.or.jp 




















































（１）あなたの年齢を教えてください。                     歳 
 




                                  
（４）差し支えなければ、あなたのお名前を教えてください。           
 
（５）あなたが日本宇宙少年団（以下、宇宙少年団とする）に入団した年、入団した時の年
齢（学年）を教えてください。   




      退団年 西暦      年、退団した時の年齢（学年）       
 
問１ 宇宙少年団を知ったきっかけを教えてください。 
１．（テレビ、新聞などを通じて）自分で知った  ２．学校を通じて知った 
３．家族を通じて知った  ４．友だちを通じて知った  ５．その他（      ） 
 
問２ 宇宙少年団に参加したきっかけを教えてください。 
１．自分から参加したいと思った  ２．学校で参加するようにすすめられた 
３．家族に参加するようにすすめられた ４．友だちに参加するようにすすめられた（友だ
ちが宇宙少年団に入団した）  ５．その他（              ） 
 
問３ 宇宙少年団に参加する前、あなたは理科（科学）は好きでしたか、きらいでしたか。 




１．生物 ２．天文 ３．気象 ４．環境 ５．医学 ６．コンピュータ ７．ロボット 




 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
（                               ）
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問６ 宇宙少年団の活動は満足でしたか。要望や不満などがあれば自由に書いてください。 














 １．新たに関心をもった  ２．新たに関心をもったことはない（とくに変わらない） 
 
⇒１．と答えた方におたずねします。どの分野に新たに関心をもちましたか。 
１．生物 ２．天文 ３．宇宙工学 ４．気象 ５．環境 ６．医学 ７．コンピュータ 
８．ロボット ９．航空 １０．海洋 １１．物理 １２．化学  









 １．ある  ２．ない 
  
 ⇒１．と答えた方におたずねします。その講座、活動のなまえを教えてください。 
   （                               ） 
 
問１１ 今後、宇宙少年団以外の科学や技術に関する講座、活動に参加したいですか。 
 １．参加したい  ２．参加したくない  ３．わからない 
 
 ⇒１．と答えた方におたずねします。どのような講座、活動に参加したいですか。 
   （                               ） 
 
問１２ 宇宙少年団に入団した頃、1年間に何回くらい科学館や博物館に行っていましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
 
問１３ この 1年間には何回くらい科学館や博物館に行きましたか。 
 １．1回  ２．2回  ３．3回  ４．4回  ５．5回  ６．6回～10回   
７．11回～15回  ８．16回～20回  ９．20回以上（    回）  １０．0回 
問１４ 科学技術についてのニュースや話題に関心がありますか。 
１．関心がある  ２．ある程度関心がある  ３．あまり関心がない 





 １．プラス面が多い  ２．どちらかというとプラス面が多い 
 ３．どちらかというとマイナス面が多い  ４．マイナス面が多い   






高校名           学科          
 
問１７ 高校を選ぶにあたって宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 





学校の名称          専攻の名称           
 
問１９ 進学した学校、専攻を選ぶにあたって宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 





 業種 １．製造 ２．金融･保険 ３．商社･卸小売 ４．建設･不動産 ５．運輸･通信  
６．情報処理 ７．病院･医療 ８．弁護士･会計事務 ９．マスコミ･印刷･広告 
１０．その他サービス １１．政府･公共機関 １２．学校･研究所 １３．その他 
 お勤め先の名称（                          ） 
 
問２１ 就職に際して宇宙少年団に参加したことが影響しましたか。 
１．影響した  ２．影響しない  ３．わからない 
１．と答えた方に伺います。影響した内容を教えてください。 
（                             ） 
 
 
 
以上、ご協力ありがとうございました。
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